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Ⅴ．特記事項 

 

1．学科共通のフィールド制カリキュラムについて 

本学では、平成 16(2004)年度に、学びの多様性・専門性を具現する教育システムとして

本学独自のフィールド制カリキュラムを導入した。それまでは、各学科の教育研究上の目

的に合わせて、それぞれのカリキュラムを編成していたが、少子化に伴う入学志願者の減

少に端を発し、現在のようなフィールド制のカリキュラムへと大幅な見直しを行った。 

このフィールド制カリキュラムは、商学や経営学等の専門教育の科目群に加えて、教養

教育の科目群を多数用意し、学生は所属学科にとらわれない形で科目を履修できる自由度

の高いカリキュラムとなっている。さらに、フィールドという枠を用意することで、専門

科目を中心に学修目標と取得すべき資格を明確にすることができ、学生の就学意欲の高揚

を図ることができる。また、数多くの教養科目を“結婚・子育て・介護・老後”といった

ライフステージに合わせたフィールドとして分類することで、体験型の教養科目として卒

業後のキャリアを考えたカリキュラムにもなっている。このカリキュラム改革は、平成

18(2006)年度に、「キャリア教育をベースとした過程教育の展開」として、文部科学省の特

色 GP（特色ある大学教育支援プログラム）に採択され、高い評価を受けている。 

現在では、ほとんどのフィールドには 1 名以上の専任教員が配置されており、フィール

ド内の科目構成の調整や非常勤教員との認識の統一に努めており、カリキュラム改革もフ

ィールド単位で行うなど、時代や社会の要請に合わせて改革を行いやすいカリキュラムと

なっている。 

 

2．4 学期制カリキュラムについて  

本学では、学事暦の柔軟化に関する取り組みとして、平成 30(2018)年度に 4 学期制のカ

リキュラムを導入した。この取り組みは、本学のフィールド制カリキュラムの有効性をよ

り発展させることを目的とし、平成 28(2016)年度に文部科学省から採択された「大学教育

再生加速プログラム（AP）」の補助事業の 1 つとして取り組まれている。 

4 学期制の主なメリットとして、①短期間の集中した学修を通して、特に検定合格者の

増加など、学修効果の増加が期待できること、②1 つの学期と前後の長期休暇を利用した

長期間の海外研修等に挑戦できること、③短期間の履修の見直しを生かして、ドロップア

ウトや休学者の早期のリカバリーができること、の 3 点が考えらえていた。 

令和元(2019)年度に AP 事業は終了し、令和 2(2020)年度に総務委員会の下に組織され

た「将来計画委員会」においてこの 4 学期制に対する点検や評価を行なった結果、メリッ

トの①と②は特定の科目や個々の学生への対応で可能であること、③は抜本的な制度の見

直しができなかったこと、さらに、同一キャンパス内にある 4 年制大学と学事暦が異なる

ことで、教職員や学生に混乱をもたらしたことも大きな理由の 1 つとなり、語学など 1 部

の科目は短期間で終了する 4 学期制科目として開講するが、原則 2 学期制に戻すという結

論とし、令和 4(2022)年度より原則 2 学期制のカリキュラムに戻している。 

4 学期制は大きく縮小することとなったが、教育の質保証を実現する本学の確かなエビ

デンスを利用した自己点検・評価活動を通じた改善・改革が実施された 1 つの結果である

と考えており、今後も必要に応じて、積極的な改革を実施していく予定である。 


